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小磯明.  フランスの医療福祉改革. 日本評論社,  東京, 2019

小磯明. イギリスの医療制度改革 : 患者・市民の医療への参画.同時代社, 東京,2019

小磯明, 公害病認定高齢者とコンビナート : 倉敷市水島の環境再生.御茶の水書房, 東京,2020

小磯明. イギリスの社会的企業と地域再生. 同時代社, 東京, 2020

小磯明. 協同組合と情報 : 編集者12年の軌跡. 同時代社, 東京, 2021

小磯明. コロナ危機と介護経営. 同時代社, 東京, 2021

小磯明. ドイツの介護保険改革. 同時時代社, 東京, 2023

小磯明. ドイツの介護強化法. 同時代社, 東京, 2023

小磯明. 製薬企業におけるイノベーションと企業業績との関係性. 立教ビジネスデザイン研究,20, 31-46, 2023

小磯明. 薬機法改正と薬剤師・薬局のあり方. 非営利・協同総合研究所報, No.74, 44-51, 2021

小磯明.【書評論文】原富悟ほか編著. 社会保障運動入門 : 人間らしく生きるために. 政経研究. 第118号. 85-92, 2022

小磯明. フィンランドの介護人材養成 : 共通資格制度（ラヒホイタヤ)の事例と日本の現状. 非営利・協同総合研究所報, No.79, 42-48, 2022

小磯明. 日本の医薬品産業構造の変化に関する研究. 非営利・協同総合研究所報, No.82, 29-44, 2023

小磯明.【書評論文】志賀信夫. 貧困理論入門 : 連帯による自由の平等. 非営利・協同総合研究所報, No.84, 29-44, 2023

小磯明. 中国の公共政策パネル；中国の健康政策, 及び, 中国の公共政策にみる住宅政策の位置づけ.へのコメント. 第3回日本政治法律学会.国士舘大学, 2019

小磯明. 【シンポジウム】危機と政治・法律 : 新型コロナウィルス感染症の歴史的緊急事態指定を受けて. へのコメント. 第5回日本政治法律学会, オンライン,2020

小磯明. 報告 フィンランドの介護人材養成: 職業教育学校Variaのラヒホイタヤ資格取得を事例として: 高齢者住宅新聞社主催  フィンランド・リトアニア視察ツアー報告

会, 東京, 2019

小磯明. 報告 コロナ危機で介護保険はどうなるか：2021年度改定と2040年問題を踏まえた介護保険制度の課題. 公益財団法人政治経済研究所定例研究会, 東京, 2021

小磯明. オンライン配信, 日本医療企画主催シンポジウム：ポストコロナ時代の高齢者ケアの展望を語る.ゲストスピーカー, 2021

小磯明. 社団法人日本医療メディエーター協会首都圏支部理事. 2012-2022

小磯明. 地域と高齢者の医療福祉. 御茶の水書房, 東京,2009

小磯明. フィールドからの発想：調査すること・されること. 須田木綿子・鎮目真人・西野理子・樫田美雄編, 黒田浩一郎・平岡公一・山田昌弘・武川正吾監修. 研究道 : 学

的探求の道案内. 東信堂, 東京,  119-133, 2013

小磯明. 医療機能分化と連携 : 地域と病院と医療連携.御茶の水書房, 東京, 2013

小磯明.看護職のワークライフバランス : 福井県済生会病院. & 高齢者が主役:株式会社小川の庄. 油井文江編. ダイバーシティ経営処方箋:一からわかるダイバーシティ男・

女・高齢者・障がい者・外国人 多様性を力に. 公益社団法人全国労働基準関係団体連合会, 東京, 162-164 & 165-168, 2013

小磯明. 「論文を書く」ということ：憂鬱な知的作業のすすめ. 御茶の水書房, 東京, 2014

小磯明. ドイツのエネルギー協同組合 . 同時代社, 東京, 2015

小磯明. イタリアの社会的協同組合.同時代社, 東京, 2015

小磯明. 水島コンビナートの現段階 & 病院完結型医療から地域完結型医療への転換. 相田利雄/大原社会問題研究所編. サステイナブルな地域と経済の構想 : 岡山県倉敷市

を中心に.御茶の水書房, 東京, 145-176 & 233-271, 2016

小磯明. イギリスの認知症国家戦略. 同時代社, 東京, 2017

小磯明.地域インフラを支える農協 : 厚生連と佐久総合病院. 高橋巌編著. 地域を支える農協 : 協同のセーフティネットを創る（日本協同組合学会賞　学術賞（共同研

究））.コモンズ, 東京,131-164,  2017

小磯明.医療計画と地域政策.日本地域政策研究, 第4号, 49-54, 2006

小磯明. 急性期入院加算取得病院と地域特性調査による医療連携の分析 : 厚生連病院所在の第二次医療圏を対象とした遠隔医療導入の可能性.日本遠隔医療学会雑誌, 第2巻第

2号, 76-83, 2006

小磯明. 中山間地域の高齢者と在宅ケアについての研究.日本地域政策研究, 第6号, 41-48, 2008

小磯明. 過疎山村限界集落の高齢者と地域福祉に関する研究. 日本地域政策研究,第7号, 41-48, 2009

小磯明. 小規模・高齢化集落の高齢者と地域福祉 : 長野県泰阜村の高齢者生活調査から, 福祉社会学研究, 第8号, 42-55, 2011

小磯明. 地域福祉は住民のもの : 協同組合・非営利組織の視点から. 日本の地域福祉, 第31巻, 2-3, 2018

小磯明. 医療連携と地域特性 :  入院医療を中心に. 法政大学大学院紀要 , 第54号, 69-89, 2005

小磯明. 病院勤務医師不足の現状と対応についての研究 : 公的病院のアンケート分析から. 医療福祉研究, 第2号, 49-59, 2008

小磯明. 有料老人ホームが終のすみかとなる可能性 : 東京都内ホームの経済的入居条件と保健医療の考察. 保健医療研究, 第1号,19-37,2009

小磯明. 高齢者の住まいと医療福祉に関する研究 : 有料老人ホームの制度等の変遷と経済的入居条件の考察.医療福祉研究, 第3号, 97-123, 2009

小磯明. 高齢者介護の地域格差に関する研究 : 首都圏・中部地方・大都市の介護力指数の比較.保健医療研究, 第2号, 41-59, 2010

小磯明. 高齢者の医療に関する政策科学的研究 : 老人医療費無料化から有料化へ, 保険者間の財政調整に関する政策形成.  政策科学論集. 第7号, 35-62, 2010

小磯明. 日本の高齢者介護　施設から地域への政策転換 : 地域密着分散・小規模・多機能型ケアという戦略.  政策科学論集, 第8号, 41-54, 2011

小磯明. ドイツのエネルギーと環境の融合政策：ドイツの電力事情とフライブルクの太陽光と小水力. 公営企業, 第45巻第4号, 2013

小磯明. 日本文化厚生農業協同組合連合会の組織と事業. 季刊 くらしと研究, No.20, 53-59, 2017

小磯明.【書評論文】堀真奈美. 政府は医療にどこまで介入すべきか : イギリス医療・介護政策と公私ミックスの展望.  非営利・協同総合研究所報, No.57, 39-44, 2017

小磯明. 医療機能分化と地域政策 : 入院医療連携加算取得病院の地域医療特性との関係性を中心に. 第4回日本地域政策学会全国研究大会（宮城大学）2005

小磯明. 中山間地域の高齢者と医療福祉の課題 : 中部地方Ｇ県Ｔ市の介護保険サービス利用者の聴き取り調査から. 第6回日本地域政策学会全国研究大会(信州大学),  2007

小磯明. 長野県泰阜村の高齢者の自立と地域社会に関する研究 : 過疎山村限界集落の高齢者と地域福祉. 第7回日本地域政策学会全国研究大会（愛知学院大学), 2008

小磯明. 小規模・高齢化集落の高齢者と地域福祉  : 長野県泰阜村の高齢者生活調査から. 第9回福祉社会学会全国研究大会（九州大学）,2010

小磯明. 小規模高齢化集落（限界集落）の 高齢者と地域コミュニティ  : 長野県泰阜村Ｎ集落の高齢者生活調査から. 第9回日本地域政策学会全国研究大会（桜美林大学）,

2010

Akira koiso and Sanae Miyazawa., Japanese elderly care:  policy shift from institutional care to home care.International Conference on Evidence-

based Policy in Long-term Care (London School of Economics in ENGLAND), 2010.

小磯明. 経済産業省「ソーシャル・ビジネス研究会報告書」を読み解く. NPO法人ソーシャル・ビジネス研究会学習会講師, 2008

小磯明. 東京都保健医療計画推進協議会委員. 2008-2010

小磯明. 高齢者の生活と健康に関する課題発見的研究報告. 倉敷市水島高齢者支援センター学習会講師,  岡山県, 2010

小磯明(執筆参加). 法政大学大原社会問題研究所編. 社会労働大事典. 旬報社, 東京, 2011

小磯明. 東京都消費生活調査員. 2012-2016
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